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（酸化モード・酸化還元モード）解説

（還元反応の確認方法）解説

流路切り替えバルブのポジションとフローの関係

（試料を炭素（C）、水素(H)、酸素(O)から構成される化合物として表示）反応式①

反応式②

標準物質校正システム（TE-1000）では、酸化モードと酸化還元モードの2つの測定方法をご用意しております。
酸化還元モードでは、試料は下記の反応式①のように反応し、試料がメタン（CH4）に変換された後、FID（Flame Ionization 
Detector、水素炎イオン化検出器）にて試料はメタンとして検出されます。
酸化モードでは、試料は下記の反応式②のように反応し、試料が二酸化炭素（CO2）に変換された後、FIDに導入されます。一般
的に二酸化炭素は FIDで検出されませんので、試料のピークが検出されないことを確認することで酸化反応に異常がないこと
を確認できます。

還元反応は図2のような構成で確認します。図1記載の酸化触媒管を外し、空の配管に付け替えて構成します。図2のように構成する
ことで本来酸化反応が起こる場所で酸化反応が進行せずに還元触媒だけの機能を確認することができます。

図1.流路切替バルブポジションとフローの関係

図2. 還元反応の確認における構成
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